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w-6西南目本外帯の地質構造

放三波川欝⑳蛾蟹構遺に蹴球為榊解蹴

上述の説カ症いナれば欝醐図で潟判りのまうは

構造線紀そっ液地帯の南側の地層は逆転しているこをに

三波川帯は衝上に伴ってその下記漢くれ込む(衝入)

ことは可能であるう由第独⑪関は北アメリ漁のワイオ

ミングで看滴弗戸ぽよって危しかめられた地質構造の

エ側である苗これは変成し征い地質構造の例で勅肋婁

領家帯串央構造線三波川帯相互の間ははこれぷり

一層大きい規模の地質構造が考克られる､立命館大学

教授の故江原真優先生は暴い間鵬園の地質の解明記努

力され圧迫の方筒と鉤質構造との関係を大陸大洋

両側からの偏圧(員本海太平洋画運動)1はって生む

たとし第五姐図を示した｡そして基本的な構造的断

面を第地図のよう虹掲げた.これは江原先生の長年

の研究の結実で種序の点で多くの意瞭がある苗都

城先生(蝸9)は三波川変成作用が地殻の下方への

曲り込み(あW孤b㏄狢㎎)やそれぽ伴う北方への

衝入(切鮎e地卿§t)によってその地帯が非常な深部

紀もち込婁れその深さは3δ皇O00㎜と推定した(都城

先生螂工)｡

仮に筆者か掲げた綿工38図の断面のよう荏基本構造林

作られた泣らば三波川帯の構造はどうなるのだろうか｡

四国三波川帯の地質は主要部については非常にくわしく

調査されている苗第螂園は別子武鉱床随関連して明

きぐる

莉含正虎

瞭にされた地域であり第五44図は四国東部地域の三浪

州帯の地質断面團で地質二黒一ス126号第儀図は

四国中部大券危付近の地質騎面図である｡いずれも今

の段階では虎かけの層序がその濠凄正常な姿とみなされ

ている秘果たしてそ雪であろうか｡単に第6図や第

王銘鰯をみる限婁では三浪州帯の地層は波状に摺曲して

いて地層全体添逆転しているとは思吏柾い｡

秀敬博士ら(蝸6)紀よると別子付近には第蝿図

のよう恋地質構造か解明慈れて地層淋激しく逆転して

いる部分もある由最近地質調査所河内洋佑技官(螂6)

は今嚢で正常とみられた部分の北部の地域を室とした三

浪州帯か逆転していることをのべた,'これとは別個に

鎮普(螂6)は小島教授(工搬五嚇)や土井教授(工蝸)

カ婁土讃線ぞいの吉野州流域で詳細匁研究から層序を確

立されたとこるの大秦危砂岩層秘逆転していることを発

見したこの吉野川層灘の最下部層とされた大秦危層

芯け淡局部的に逆転するとみることは不可能だから爾

発生の層序金体が副っくり返っているものと考える血

第峨図は大歩危砂岩層の匁かの粒度変化響を示し花も

のでこの変化で地層が逆転したことが判る実例である畠

眠｡鼠跳灘至962(㌘圭｡.磁細蹄エ鰯よ婁転載)〕
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欝i輔図轡璽蔓波川欝プ潤パｰ終隷する大鰯鱗翻⑳鈴諦搬鰍重点紋帯と無慮敏籍を傷境界線ζ⑳鰍ま潟も事ζ小路画秀苗書野(雌6)に基い

でい私扱招縫康遼繊幽蜜熱心をし紀蝉隊熔棚いて…凄丘弗蔭(夏蛎9)媛原飽匿の瀦氷構造瀞量慧っセ･て熔小鳥島の歳栂紀ぷ蔓}郊修毘

あるいは遺伽し怒ζ秀敬エ蜘)蔓渡州欝プ減バ川紋学巣構造線以繭か亀瀦氷構叢穣閥の地籍で慈ら;ζ繭側悠抵蕎御荷幹線堂でが望

波川帯&慈杓器｡

このうちAおよび遇は礫岩層申の礫の大慧さの褒化がら

CとDをば乱堆積を赤す粘板岩礫(偽礫岩)の大嘗きの

変化から逆転の事実毅認めたもので彩る.何れも兇が

けはゆるやかな層理繭(片理面あ一致する)をもりて南

紀傾斜して為り大多薦背斜の南翼を占める部分である.

犬歩危背斜の潮胴翼は共ば傾斜淋帖較的ぽゆるく急

斜する部分でも餐⑪輯をご史匁いの秘常である､そうし

て傾斜が部分的紀急変するとζるも溶い茗岩質もかな

りの厚さの砂岩層からなりて一般ぽ均質で彩る由この

ような地層が層理繭の蒐かげの上位がら下位熔筒かりて

地鰯の堆積カ婁進行したζとを示すので吉野川層灘の大

歩危砂岩穏は局部的紀逆転しているので恋く金体秘逆

転していると解釈するほかは狂い｡小島土井両先生

の詳細な地質構造の解明の登るで大歩危層想けを逆転

しているとして取扱がうこ詮はとうていで慧ないので

吉野川層灘全体沸逆転していると屍るほかは蕗るまい自

筆脅は結晶片岩の地層の結晶粒の粒度変化を議論してい

るのでは狂くて原堆積物の物質の粒度変化に注目した

のであることを理解しでいただ慧花い拮
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三波川帯の南限を秩父黒帯との間には御荷鉾緑色岩類

とよばれるもの秘ある､錆螂関の例熔兇られる様に

三浪州帯の商隈を閲するとされいわゆる御荷鉾構活線

にそりて断続しながら綱畏く分布する,がって構造線

虹そっ花貫入岩おずる屍方がな慈れていた白

土讃線紀ぞった吉野州流域で高短大学鈴木莞士博士

(亙鰍)は御荷鉾緑亀砦類を斑糠岩質輝線砦質千枚

岩質集塊岩質の遜穣の緑亀岩慰匿分して鉤質構造を

解朗し淀串これを篤エ49図ぬ爺す由鈴木先生(エ鮒)

は四国各地の緑色岩類について幾つかの新事実を見出

した高知県湖i附近ではゆるやかな背斜部ぽ緑亀

岩類秘見出され北側は三波川帯と南側では秩父黒帯&

四国東部高越鉱山村近の地質灘爾國(大島憧彦帥鱗)
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第臓鐵煩鰯別子村近の点紋片岩欝の地質断面の例

｡:大生院糧賊滋:夏鰯鰯上部Mg:婁鰯雇主部(緑色片

岩)鮎亘:ξ縄鰯下部笈:小旗危層(秀敬ら螂6)�



簸螂関大捗危砂砦鰯串

晦:麟衡部銚紗澱灘

A:犬歩危働崇蟻寧の機質片幾.灘滋は須糞簸薯花鱒祭おぷぴ鵜板諸

秘多曽㌔｡爽叡沌刎ま獲数玉晦で厘迫さ紋で次ン烹微冬こ孫び登｡

灘質府砦刺巴1嚢徹蟹嫁錯が禽畿叔鳶､鰯で獄崖猪(鱒)1ζ片理薗

(綴襲繭)秘鰯斜す義､ハン噂ムの彩る鎖地禺の崖側の砂衡件岩繁

ら鳶方の礫獺序砦へ隷砦質が急襲し礫質片勘嶋煮捌醜融こ訓㌃

で漸次紀磯⑳大蜜蜜蜜減㌫て秒擬片岩善こ滋移す慈.

c:激質片激こ奮嚢航蓬総擬砦礫幻鱒く例推舵液も酬塊免鳶(纂亀の

縞状部)砂岩麟愛…麓⑳饗鮒畿搬霞で亀吻て灘熔偽磯と攻潔ぺ

慈ものであ叡媛いもの隠婆…般}ζ蟻い｡中央部蟻もの…凄媛さ約

瀦｡㎜簿1さ蜘狐位で彰鳶､

の繊度鐙他(綴別淘汰)

岱:醸護ね衰偽灘驚1鰯瞭匁鑑

驚:雛鍍狩籍を灘蟹芹鐙を餅盈騒する翻鈴で礫の犬嚢蜜義重夢秘嚢犬で蕗

影麓傾斜顯飽綴災砂質翻嚢鴻熔繊嚢婁じ愁鑓で灘質熱1蔓溶夢潜

労(耽)絡殉か繊叉難儀を滅㌫て砂鍍鮒鷺漸移し慈島絃積効ζ胸姦里

泌1お帥㍍施境で機質靭醜鳶と彰･賛く夢滋い嶋蔭批慈｡

D:紗蟹片磐串…ζ偽磯を意な灘分淋ありこの偽礫岩が偽礫の妙触嚇分

と盈綴して彩喝｡偽礫の爽嚢蜜は上部で大書く下草巴胸か櫛て小さ

く扱櫛て偽磯⑳鈴紬璃撒嫡移する.舳蟻憲吉とし施部釧蝋

偽醐変登く淋紬'(錘蜜工～腕鰍以下)躯明瞭匁鏡をも棚て綴

織な｡⑩醐餐憲｡事こ鑑す蕎(磯の大慈慈繊畏養数醐).ζの鏡蜜灘

壽充蕎{芝奪童ゆで名義嚢嚢姜ま乃､圭茎く橡夢豪蘭拳立音賢三ご警酌多す義山地綴量嚢筋…ご領ミ

く.淡獲｡鰍嘘宥側が麓側の部分〃飽馳堵く遼鞍し淀ζ

をが分かる.
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第1奴図

石狩炭田に削ラる地鰯の逆転を示す例(上床国夫1926)(左図2枚)

A犬夕張における白亜薬顧淵紗籍鰯の逆転を示す岩綴の

推影変化(上床国夫1醜6)

wや

B新夕張鉱煎購切付近の吉第婁線の薬働砂岩魔の

逆転を爺す姶掬の擁移鐘化(上廉鰯美蝸淡)
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繁螂鰯鰯鰯東部熔おける“みかぶ型緑色砦類"の分布

(剣独研究グルｰプ1966)�



醐㎜馳1室1国鰍鰯燃1=團船灘豊螂1睡ヨ真機灘ξ宝榊魎r枇㈱鰍固繊1燃繊匿那鰍繊裏繊

欝鰯鰯迷織綴炎移綴微遜⑳鱒衛鱗鰹鏡幾ぬ錐簸麟爾鰯ζ鎌泳欝姐嚢鱗)

榊遡蟹構趨摘蘭鰍鰯勅紙雛糠蟻融･胸縦鷲鵜的く貝繊の錐蟻鵬の鱗螂鰯欝鰯1蛾て鵬.淡灘蔵球減紋些

姜蛇邸餅磁の耀繍凄笈轍隻羅棚芯榊㌔翻奮錐鑑鐙鷺緑亀激嚢上位カ総絞でγ磁⑳愁鋤糊繊漕畿馨､逐緑繊魔螂燃至りの輪鰯蜜溝淡然蔭

縁滋鞍篶災珍満琢鰭機嚢総惑秘懇灘総畿嚢鰍勤滋欝潔議紙感逆転していないごを1ζ抵義｡錨漆鱒金縁滋転じ芯㌘滋晋泌み滋嚢批て専'鳶漢参

鶯.

整合じ緑亀瀞類の夢葛憾は一部懇宥荻質麻潜秘互層篶

孫搬馨

てい篇籔巧辞愛嬢爆繭潮一船い⑳梯婁勲副漢繭耽

2｡籔鹸⑳範闘絶徽荷鉾瀞類淡分布栽篇ヨ慧逐懇繍馳

ん濠変質作用澄夢獄砂滋燃簾塊籍質幾秘粥晦⑱鰯騒

に蕗り襟は儀獅鰯以下で集塊砦質瀞ζは粒度褒化

による分級作燭(騨磁㎎)秘認ぬられ何回もの錐積輸

廼秘存在する曲時紀は乱堆積の存桂も鋤られ細粒部

は凝灰岩に漸移し凝尿岩には斜交層理(㌫◎職紬搬㎎)

の緑色砦類は北側⑳蔓波州瀞患は一般熔断層芯南側

の酋生界とは一般熔整合関係鐙雛濠れる珀鈴木先生秘

のべられた三浪州帯との整合関係は登⑳部分を憾劣軌

て断層関係が存桂栽るの淡愁知拘溶い由銑螢(鰯?)

は蛇紋岩は御荷鉾砦類の北側にのみ蒐出されるをされて

いる苗蛇紋岩の貫入1虻の次夢な察実添存在するなら

ばその付逓ぽ断層凄だは破さい帯秘存程する可能性カミ

あるよう紀思われる由

繁脅(螂6)は砦騎先生らの案内芯穂島爆の緑鑑砦類

を蝿挙篶花際腿集擁砦質砦紀は一部の地域恐鯛鰺が慰第

蛾團熔屍ら抑篭災蚤稼氷磨慧れ不莞全な淋ら淘汰を受

は花繊度裟化秘認め密れ淀封鶏螂園と同む糠悠飽層

の炎下⑳糊定が可鵠湾務る拮労な勅ち瞭るく僚斜し

彪層理⑱滋鳶砂湧り篠質激副漢万か塗組粒叫綱粒績褒

イ臓蛎棚で異常擁積でなは舵ぽ涯常溶漢護の状態隠蕗

っで飽綴は逆転修榊滋い罰

御荷鋒砦類の蚤葛⑳斑繍砦滋濠は朗鋤舵買入砦類

湖婁緑魯苧枚砦質部は凝灰砦⑳褒成稲潜杉集掬岩質

岩は海底などは噴出して堆積し液ものを含み金体&

しては逆転されずに櫓曲レ花紀相違ない吉そうすると

三波川帯はさきにのべ花様に全体として逆転し淀もの

であろうし御荷鉾岩類が逆転していないならば双方

の聞には不連続すなわち断層関係にあるのは当然とい

えよう.

筆者は三波川帯の主部は南にたおれた横臥背斜の南翼

･]纈

第150図愛媛県働隻戸地域の集

魏岩質岩看付近のルｰ

トマップ

(鈴木棄士ユ!湖)
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錦工51鰯徳島県佳郡河内地区における“みかぷ型緑色岩轍量幻鈴稚(潜崎正夫ら玉鰍1)
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部で御荷鉾砦類とそれに整合な秩父黒帯の古生界は北

翼部ということに注ると思う.ただし緑色岩類と整

合する三波川帯の一部には北翼部は含凄れるものがある

のかも知れない.これらのことに関して今後十分狂研

究がすすめられることを期待する｡

c秩父系構おぷ渉鰯胃十欝⑳搬質機鐙

C-1秩父羅帯念三浪州欝積焚薬欝を鞠職鱗嵩

類と⑳関犠

北側の三波川帯と稼父黒帯との鏡は御荷鉾構造繍は

って分たれるというのか従来の説であった幸場所によ

っては明らかに断層であるか最近紀抵って漸移関係の

ところもあるこ肋童判っ花｡鈴木博士(エ鰍1965)

は御荷鉾構造線の一部を上八川一他州線をよんでいる｡

高知県商岩一恩地地域では上八川一池川線の部分は看英

斑岩の貫入がありその南北両側紀は背斜構遺によって

原岩として見ると地層のくり返しがある｡その西方地

川付近でも御荷幹線淋あるとされた部分はは背斜構造林

あってそれより北方を断層が走りている帖第醐図

に示されるように池川付近では背斜軸が地形上の谷

忙そって東西方向に走リ北側は三波川帯の緕縞片岩

南側は准片岩から弗変成に漸移し秩父黒帯の古生界に

なる.背斜軸の両側では変成度に余り差異がないば

かりか原岩として見ると双方に同じものがある.じ

曲うらい変成岩と非変成古生界とを切り離すためぽ地

形上の断層谷(実は背斜軸ぽ生じ淀谷)をもって構造線

を推定したものであろう.筆者(工966)も断層谷と

み抵慈れた付近を調査した｡鈴木博士の説の通り北

側の地層は黒色片岩お砂質片岩南側には黒色千枚岩質

粘板岩と千枚岩質砂岩とからなる地層がある､変成度

は谷をへだてて急変するのでは恋く漸次に変っていて

この谷はは犬養な断層は認められない｡谷の南側の亡

兄｡悲旭川南

独色"'#1および揮樽鋒

5⑪⑪閉

欝豆鑓鰯薦勘繰湖1繊犠⑳錐鍍騎薗麟(錯旅藷劫1織)

坐界は繭紀向っで急激ぽ変成度を低下す為ので精度淋

低がり花曹の研鏑ではこの谷を鏡をして変成帯を芽変

成帝墾を隊列する施めに断鰯を携定され花ものであろう.

筆者は酋生界のチャｰト輝緑凝灰岩および暦法砦を

空とする胞層を秋吉相おも紀粘板岩を砂堵をから匁る

地層は大願梱としで区別する由多くの揚禽熔面相の地

層は衝上断層1はりて撰する珪三浪州欝の黒色芹砦と

非変成帯の大禺網肋漸移関係御荷鉾砦類⑳輝緑岩魚

いし集塊岩質部を鰍奮欄⑯宵生界鉦秘整合闘係熔あるな

らば三浪州帯を秩焚黒帯竺の間紀は澄篇蒔は断層(獅

荷鉾線)他の揚含ばは灘移関係にある芯ろう圭三浪州

帯の緑色片岩部は准片岩相の輝緑凝灰岩またはチ帝一ト

の秋吉相と移化する想うう.

c一愛織父羅欝⑳議岩類卒塗界な0蔭籔に鰯万十

欝⑳簸蟹鶴造

上ぽのべた池川から南に仁淀川にそって下ると背斜

構造の南翼は当る大田相の粘板岩と砂岩(偽礫岩を倉滋)

と然子板岩質から漸次に変成度を低下してくる.山茶

部紀規られる秋吉相のチャｰトは場所によって輝緑凝恢

岩にとりて代られ河川の流域に広く分布してくる年

大田相は次第に露出する部分泌少匁くなり所為に地窓

から現われるにすぎなくなってし襲う苗そして越釦や

倒1ゆ盆地熔入ると諸砦層の関係はきわめて複雑化す｡

未公刊だが筆暫(蝸警)の研究によると佐川盆地と

その周辺の抽質は次のようぬ扱っている由

⑪本地域の吉生界は片麻岩類片状一鐘状

花騎岩質砦類石英斑岩等からなる先シル

ル系横倉複合砦類シルル系横倉{層灘

上部デ斌ン系越釦層瀞緑色確片岩を主体

とする楠紳繁鰯千枚岩質化し流部分を合

な弱変成相の島繁層*賊岩砂岩を主体と

する

欝醐関御衛鉾緑色岩類の鋒錐糊ごみら麦鵬紛綴條周の例

炎:艦粒蔀警:纐滋繍

汐:走向潟ぷぴ傾斜猟磁価夏･65｡～75.N(徳島県

名東郡僚郷海内村上嵯峨蘭方)�



口1ψ1パ稽

£鰯蜘青二砂蜘洲淡葦簑繍

讐㌶ガ1舳鮒)

〔洲榊舳茶が芝楠｢/舳1淋

し仰榊榊は妹1曲1

贈燃猟撒い瞭石;箇岩手

�

王㈱o

蔓⑰胃

纈

㈱蜆唯

ぷ

測醐蛇綬搬

露μ紙繋!

瓢鮒㍗汎ネ主､,/､ト変脚

麗柿一関

繊

杵

潔儀

銚帖薦姦三

山ユ柳榊燃鰍1㈱仙1繁1燃㈱う1

､=l11榊1]徽舳;μ

㌔一案蓑

､三媒､…汁燃ま葦軍奮葦ぷ

{緩泌汽桐1{バｰ真薬撃黄山㎏節

1㈱㍑紬)｢

llセコを玄1仰

欝峨鰯

繭鋤県越鋼鮒露

翻の蛾鷺鰯潟義

び騎繭函
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遺撫綴

｡:機麿複合砦類畿1於瞭砦縞次び花筒砦類

Q二項英斑幾畿1シ伽峨横合泌綴灘眺ヂ球

ン薬趨鋼鰯灘畿1艦仲砦欄縞禅累鰯銚:酋盤

界鳥羅綴軌:激曹稲繁箏一ト慧:蜷繊藷滋奮:

瞭鎧羅聡…慧鐙藻洲繍餅翁溺灘蹴芥離自簸議

額賓綴鱒蕊婁深灘蟻酸鶏露顕溺㌘媛1灘識嬢

㈱禽澄臓鰯醸公議簸織)

大闘欄薄緑凝欧砦やチ秀一トからなる歓喜相カ茎ある由

②ζれ島はいずれも衛上潮境毅構成す審もので沓穂の繊蟹

系統棉亙の閥はシ〃螺とデ嫌ン系とが不整含関係(一蔀

ぽはすぺり1はる麟層がある)ぽあるごとを除くと曽減

れも簿上関係にある.そしてこ⑳衝上繭には蛇紋瀞

秘歓み込襲れ蕃ことが多い山街上繭に撚み込畿れ狂蛇鰍

岩は時として確拷渚のうちぽ輿入した砦榊こ連なる｡錦

醐鰯紀越鋤西都⑳地質関および断面図を赤す串

⑬横合複合砦類を構成する花開艦や看糞斑篶は貫入岩な蟻鷲

周辺の地質系統との接触関係糾･つも問題忙なる苗それ

繊宵螢擁畿嬢淡澄鑑禽締噺塗界些接栽蕃忍鋤蛎鋤婁研

究瀞鐵瀞疋獄周遡⑳銘質縫搬入拶愁婆誇蒐蕃､簿脅

⑳観簸縫繁鐙漫常磁麟綴澄蒐蟻靴篭曲籍⑳根拠は周遡の

幾積縫艦鱒褒質蜜簿菟鷲㍉瀞沌怒芯窺繊矛蔭勅淋つ欝

鰯鰯縫添栽漢嚢紀遊くの聯螢界の夢葛縫弼礫秘愁み派

護舵稔愁⑳勤猫薦､慧机籔⑳慧怒は花筒砦鎧騨錐界お⑳

艦触関鶴秘麟懸で瀦葛慧濠蜜意瞭諌澄懇灘る災一鶏至鑓

魑縫機欝幽繭ψ腹漕篤濠杓る設災泌羅郷礫岩を橡禽砦類隻

⑧麟綴闘綴蜜爺潔由繋ル泌鶏⑳醗糊慧は霜糞斑岩⑳灘蜜

夢く禽羅策築繊積薬灘瀞の土狂シ切浜系薄杯整合紀の算

影挑鳶綴載蜜参鯵彩滋転談義熔際むて添鑑禽爾熔そ欄で

すぺり花もので蕗繊てそのすぺ榔旋もの秘簿上断層と誇�



�

乏る一これらの関係はエ967年9月島釦県の平頭茂留先生

と筆者とが横倉山で燕同研究を実施申に蒐繊し液ものであ

る.横倉山ではシルル薬の礫創こ宥英斑岩礫じか屍搬さ

岩類は先シルル系とみなすことが遊しいであるう冊

④艦し被せ構造蜜つくる街上地塊は機倉襖含砦類の下位は

シルル系デ球ン系確片岩相凄淀は弱褒成相秘吉相

大頭梱の頬で構造的ぽ箆なる幸一部では順序がくる欄で

いることもある吐

⑥これらの吉生界の上位には明答か紀チ索一トを主体とし

た秋青相の露出がある曲(3x遮)の各地質系統は一般1こ多く

の小鱗片として露出するもの秘多く相互の関係は…つ㎞

つの組合わせ芝じて認められていて揚創は篭と煩浮秘

くるりで換台砦体下位の激奮網洲鑑狩砦帝大網梱の上紀

のるものも鋤る､本館載殊紀繊､て絃擬含堵類の上側

にシルル課なε(?)縫片薯相大願相獄曹網の臓のと

ごろと思われる煩序の箆な身も律荏すると考免ている抽

⑥全体としで衛上地塊灘は核志熔片麻砦類や花騎砦類

簸鰯鰯薦幾鰯灘榊輔み愁蜜紙怒機翁複合着類悶灘愛浄拭龍鯖箸

横合複合籍類の溝駿幻簿上麟魔⑳繭側鶏巣燧灘⑳買砦砂幾層

曇輔み退護杓恕も⑳翼籍繊勘嚢艦勧婁杓て曽鳴ζの総点は

街上灘鰯臓から蜘繊紋離叙仙喝(寓鋤燥篤閲郡員蔵村鹿児

部藩)

あろう画

⑰これらの横臥し淀腹背斜愛形成する宙生界は中部三畳系

から沓第三系紀お花る地層の上位にヂッケン構造をつくっ

て北から南終肉か欄でのし上げ蓉机ている.

⑧そう㌧て横臥レ淀腹背斜の軸部すなわち繭紀倒扱施背

斜の頂鮒肖る部分は最も繭紀偏する部分で篶瞭うら

い室窪泌鰯灘とよ感抗る地帯(三宝山帯)でごζ紀古生

界漢簑新しい地層で勅蕃三畳系を伴っている｡三宝山層

鮮は酋塗界紀婁縣おが一漣の地層として兇出され審とい

妻)れる添爾驚の関係絃街上厳層の疑いがある.

⑨衛上地塊⑳下盤となりてい葛学生界はイ品1は櫛て地質

跨代湯蝉燗す葛隈りでは中部望畳系の茅ヂ漬ツ労階に属

する蔵法院層群である｡筆者の調劃はると蔵法院層群

は像川町付近を東頑にのびて分布し全体をしては北に

僚…余吾する串そして肴の土燃上部三三騒累≡の川内治=層鷲弄と

止部ジ滋夢系､驚単層群鳶耀顯郁喝苗州内俗層群は不整

合関係に騒繊花と鑑定慈れ納奮来澄皿確な関係は捌握さ

れていない由街上地壊の転位1は遜激しい変動の花めに

かく鋭慈扱て爾讃の関係か明瞭紀書れ梯妙･膏蔵法院

や州内谷繭層群お鳥巣鰯欝あの関係は為もに不整合関係

であるが㎞部ではやはり断層関係のようである出

蔵法院層群と鳥巣層群をはさむその南側にはジ畿ヲ系を

窒体をする斗賀野層欝秘鋤る帯専褒野麗群はかりて古生

堺からジ鰍茅系護で舳違のも⑳をみな慈杓花秘繋脅は古

生界は除外蜜れるべ蜜層斗賀野層群の地衡時代は最上

欝醐魑繭鋤燦機禽ψ繭3王j腹怒屍られる機窟艦含潜類をシルル藻機窟凶鰯鱗

A繭曹の衝立闘係

◎:馬糞斑義(機禽譲合叢類)'

C1鐵(㌘)鵜(機舳麟)

T｡鰯土断鰯(下醐ま靭ζ1G～喜びの緩傾斜右側は70～80｡で酉に

急斜)

鴛帝大軍北都のシルル系基底(?)礫岩

Q1積燕斑幾の貫磯(慮観⑪C励)

c:膚糞斑岩礫を書な礫幾

1く及翻の鱈頭より約4㎜東側平囲茂留撮影)�



部⑳セ鎮給層淡篤鍵鰯灘繕梁狩芥整合熔綴杓航蕃慧&籔化

煮紀犬欝な麓淡批滝鋤鴻蹄部㌢燃費繁蜜欝雛些携憲

慈杓義苗悉⑳繭側の地鰯憾欝繍淡芥醐鶯淡蹴鰯腿淡岱で

鞠側熔蟻藪藻蜜禽籔鳶沌鏑紬柳㌔古

⑬斗賀欝癩は北側で,鶴鎮綴群樽芥鑑禽紀覆めれ瀬側樽戴

禽簸梁愛護傑恕淡る鰯斑升瀞⑳鰯河中累層勤満る､井鍵

野差鰯滋*爾鰯欝澄の閥係は蔓蜜測欝⑳曹螢堺萄拡く鰻繊

郁鴻ので今の鎧ζ彩張確繍凄鈴萄湾柳嚇驚畿1磁

鳶鉦整含で藩鳶簑辞

⑬蔦巣騒欝獄禽藪累の額腐衛鯛招ぷび物部州の講鰯欝湾芥

鑑禽熔綴紬勅蕃由蟻醒燕⑳議鰯欝鮒咳杓愁芥鑑舎関録

を縫麓慈杓議罰

鰯鰯汚衆繋鰯欝は耽秘蔭繭熔胸か繊愁趨麗秘潜案な婁鰯鰯

の須騎付近の鰯万千瀞の北部では窟酋階剛妬1は欄て地

質時代か限蔭扱る伽ζ縁涯確な蒔榊蛸帖触泌ζろが多

い苗全体おしで地鰯が遼転し施ものであるう世地層は

涯欝で彪りても衛上歓層でくり返されて金俸として逆

転し花ような効果になるのかも知れない｡地質調査所今

弗博士ら(工968)1は蕃当富崎県耳州流繊の鰯笈ヤ累層

欝は北醐的るく頓く衝上断層を鏡あして耽側⑳自璽

系(?)議擬層群と繭側の酋篤蔓系(㌢)繭郷層群を悠分か

れいずれも北爾側隠姪土部の鋤層カ甥杓れる由慧の譜

塚層群の最下部はかな員変成作用をうげて予救潜化し横

峯鉱出付遁の幽万希帯の変成潜&して細闘泌屯落のぷ

うな関係ぽよ倫て全体としては南方秘挑労⑳愁⑳より

地層秘若くなる可能性もある.

⑭弗生界の地蟹構翻ζはき義)めて複雑な欄餓ミあ榔て佳川

およぴ斗賀野付近を通る婁りの大帥･背斜構造淋形成慈れ

いずれも北絶敬か棚て傾く遼転類背斜を艦麓慈槻鳶串斗

賀野の耽部の鳥巣層群の東爾績のびる部分虹遼転し花向斜

密らに越矧肪に東鰍ζのび墨肉斜然あ柳て繭側のもの

は逆転しており爾痢斜共複雑な小瀦箇⑳組含婁姥櫛た複

向斜であ蕃苗

⑮仏擦構造隷と稼蜜れるものは讐ごでは衝土地塊の繭縁部

を結ん鴬仮想の断層で筆者は衛止麟層絵誇克る､そし

て鍬書相の古生界の地窓から斗賀野鳥巣層欝資亜系

な蔓が露出じ郁鴫を慧るが歓父累帯綻幾る由

⑯商鋤常鯛髪宛⑳黒溝争簑は酋裟界⑬紛稲淡慈地鱗湖蔓潔瀞

蔓鐙系黒溝層の襟潅勤掬蔭抗愁輩鴻苗鶏鰭部藩の}部は

獅幾の麓綴縫漢撒怒氷艦篶愁､繋の符滋縫獄輝綴凝腿錯

⑳襲蔵糟秘州鱗綬露繊移勧煽茗氷滋籔稔愁養約蔀轄狗

耽馳維は籍概沸部熔糊麟鵜麟粉馳繕

琢畢⑳榔釜激護縦愁宥豚錯秘密燕都災撃松深遼璃欝数授

(獺鋤1滅搬で姦笑の穣類の偲積秘報欝護批愁｡籍

⑳災沸鳶満閑畿鮒勃鮒則談繋浄一肋滋薫紛稲む郁浦割

蔓鑑系は飽窓湯泌藻勅鳶愁⑳湾楚⑳坐繊蔓確滞繊馳繋

匁㎞繊湾澄葛款奮欄の費螢界淡鱒ム篶花裟誇幾濠紡鳶皿

慧鐙頚は大顕欄獺宵鐘界詮欝欄秘似概煽⑱懇他蝦⑳滋

熾秘淡榊堂槻ぱ宵盤銀躯蔓鑑薙が織層燃鰯難懇勘蕃珀滋

熔曹塗界お雛な蜜批篭織露砦砂潜層は嚢鑑黙鷲縁柳泌

判蕨労るζをも魍難な概で滋畿岳

滋繭繭慶本鈴欝の汰機鐙なもびに地殼塑勤の総

括一

前紀のべたよ引&領家帯は三波川帯に衛土し花と小

林先生(工蜘蝸o)はのべられ淀｡

矢部名誉教授(王963)は預繭買本地体構造と地史の

解明紅ついで3つ⑳圏難な寮実として

領家変成猪とこれに伴う深成砦類の地域の大構造淡著しく

対称を焚くこと

ごれ島領象型砦類の襟ゐ漉圏外帯の串生界の灘糊こはあま

ねく見出きれ肋生三波川(畏瀞)蜜成潜の礫は第三紀初

期にはじめて出現し中生界には含婁れない

13)和泉層群には領象や非変成古生界の礫は豊富だが三波川

型緕晶片岩は次げている

こ&を指摘した申これについて推論養れ中央構造線

をへ花てて頓象帯か望波州(長瀞)帯に擦するあころ

は錫在の婁波川帯のは繍吐位に申間の弱変成凄

たは弗変成宙生界をへ淀てて領象変成帯の南翼部に当

るものかありたと仮憲することによってさきの3つの

事実を容錫終解明するζとがで書ると緕論され危､

(佐志生断層)で接する.ぞじて犬野川層群ぽは三波

川帯からもたらされ花と考えられる緕晶片砦の巨大荏漂

礫を含む｡四国では和泉層灘には結晶片岩磯が含まれ

てい匁いのでさきにのべ杷ように矢部先生は和泉堆積

後紀三波川帯の浮き上りがあったとみ泣されるのに対し

て九州の北東部では大野川堆積申から三波川の浮か

び上りがあったと恩われる｡替閲技官は鹿塩時階の中

央構造線を大野川層灘が覆っていると考え市ノ川時階

の串央線ば佐賀関三波川変成砦差大野州層灘との聞の

佐潜生断層とした呈大野川層灘の堆積した準地向斜の

鮒斜瞭熔⑳ぴるも⑳で複胸斜⑬鋤畿ほぽ一致じ維

積警鱒⑳瞭鞘部⑳酋い斜繭は繭爾縫頓謹酋い流批は寓

衝熔沸紬潅剖複胸斜輔は舵棄熔陶秘濠愁購代⑳進敬に

湾海懇沈鱗膨移慾修懇擁穣鐙は潜ぽ護り帝洲燐

階褒壌愁潟魚舵愁熊築構遺線は薗稗一汲代線鎧一致する

盗費絶稼塑慾晦鎮繊婁波州褒蔵砦類勲荘録裁嵩遂畿に

ぷ顯荻爽野州糧灘金体総擁積蟹規稀雌滋淋幽幾部で

は訟《縫籍脇め稔詮⑳漢潅軸婁波州帯繊澤秘び並妙

は爽難州層灘⑱藷遼1⑳添整翁繭繕影顯で溝戎り慧れ淡

偉憲螢騎層あ滋顯愁愁婚澄雛滋い､

三波川帯における小島先生(王965)や土井正民先生�



(1964)の精細た地質図(5万分のエ地質図幅川口

および三島)とそれらの断面図とを検討しかつ大歩危

砂岩層が逆転している事実等を考える&三波川プ濠パ

ｰは全体が大きく逆転する可能性か誇吏られる｡これ

に反して御荷鉾緑色岩類は逆転していない｡このこ

とは古い領家(瀬戸胸)地背斜の軸カ浦に倒れていて

その北翼部ポ御荷鉾砦類南翼部秘三浪州プ減パｰと蒐

ることも可能であろう.

秩父黒帯の古生界は断片的な小池擁片に分断慈れて

いるが大きく見ると先シルル系(先勿ンブリア系?)

の横倉複合岩類を核稼として大規模な横臥複背斜をつ

くって中生界に推し被せ構造をつくる｡この商翼部

の結晶片岩相および大田相の吉生界添三浪州プ浜パｰ

る蛇紋岩を重視して高知蜷紋砦帯およぶ｡

黒滝層蔵法院層灘川内谷層灘斗賀野層灘は巨観

的にみれば地背斜の生成(発生のごく初期から)に際

してできた北側の陸地の南側紀生む花山違の地向斜性堆

積物で四万十地殉斜の先駆をし花生そして地向斜の

中軸が地背斜の生成に伴って南に移りその途中で鳥

単層灘を堆積させ花濠海性蜜花は自醒紀初期の頻海一濃

海の部分力婁生じたとみなすこと秘できよう,そして

古生界の推し被剖は吻で四万十累層灘黒滝層蔵

法院層灘川内谷層灘および斗賀野層灘にも転倒した

ものを倉触非対称性の橘繭恭街上断種秘つくられい戎

れも激浪く撹乱慧杓る舌金錐墨杉芯熊塗界は額象瀞

⑳列慧嚢波州,帯林襲く勅逐彩潜墨岡様熔襟父鋸欝の燕

部地域締慧&紀ぶる&蔓波州帯の羽澄漢恐蜜薫批送彬

搬鴻想る受封慧の稔め腿鰯渥嚇躍層灘は耽熔僚笑

爽繭斜構溝⑳耽翼部を爵ぬる⑳懇挑僚斜熔もが菊嚇蟻

沸繭悠陶が顯恋地層は潜案滋篇墨識朗諦蕃畿合理的憾恩

杓れる堪

筆讃は黒激川帯は瀬肩胸地背斜⑳複鞠斜⑳稼蔵獲幾る

部分蜜湾党鳶苗仏像線は鰯源維籍裟秩父螺滞滋⑳鏡壷

條る恋の濠蜜抗繍薫繋脅⑳誇惣載葛蜜横臥穣背斜

の南限ということになる.

鳥巣層欝カ蔓三畳系一中下部ジュラ系に不整合にのり

しかも基底礫岩に花開質岩や変成岩の礫(時には巨礫)

が含凄れること秩父黒帯の白亜系にもこの様匁礫が多

く裏た跨にはアｰコｰズ質砂岩の存在すること害ら

にその蘭方の四万千層灘は宮古世また槍それ以前の地層

がら新第三系初期漢で一連の地層で彩りてしかも大き

扱転倒(横臥し花と維定される)した背斜構造秘あり

串村地溝帯およばれる地域の不思議な地質構造などから

みて大慧い背斜の蘭方紀多分申村地溝帯とよばれる

とこる紀大慧い横臥向斜構造力嶋る可能性添考えられる.

(息)そ勅も秘禽璽燕ぽも礫をもだらせ

㈲鵬万十繁層麟をも大きく鰯歯させ

(6)古鶏三系一寧新統下部にも鰺響を与えた

地殻変動はこの様に長い期間にわたって間歓的に進行

した,串生界の不整合一整合摺曲岩質変化海進

や海退熔よる地殻の動揺等の諸現象は地背斜形成紀際し

て遼狩遁糧の緩急(間歓性)を示すものである帯地

背斜⑳進行熔伴りて三波川帯は地下深部熔凄くれ込ま

れ慈ら悠それ添上昇ぽ転化し塞ぐれ込みは次第悠南

に移って四万十帯にまで蓬し施｡

三浪州帯の上昇の時期は詳らかにでき低いが少なく

共一部では大野川層灘⑳堆積申でこの頃領家帯は一時

的悠沈降松花である資由化では和泉層灘をその時期熔

堆磯きせ花山錦蜥團憾鰯團の各地域毎の断薗を連ね

た外帯の模式繭図を示す､

w一ア繭南昌堆嫡滞の地質構造

ム爾鰹高凝の地質構遺

篤3欄(地質黒瓢一票鵬号五7頁)紀示される穣

熔飛騨高原腿憾象くの断綴秘あ翻婁慧の蚤割鐵棚つ

の系繊⑮衝道断層灘淋勘澄｡忍の術史藻の概要は鶏

雛鰭籔秘策鍵面図(同誌蝸寮)の地質断繭剛ζ示書れ

鳶苛

激一乖幾驚擦衝ぷ薬

鵜雛鰯⑳衝盗歓層は街並地塊が繭か蝪脈痢か勤もの

湾慧⑳孫統の愁⑫は譲属清衡並系熔属し串螢堺⑳滋

繕撚欝欄締結鰯抹砦欄樽宙鑑堺添のし企げ瀞鴻由炎

願欄劾湯稼る曹螢界⑳美濃層灘瞭部該畿茅(?)一不

部蘭醒系薙敬累層灘五部自醒系羅明層灘潟敦び繭各流�
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南

秋父.累柑北

榔篶篶御三波川俳郁榊;

四州チ沽妓纂濠い携群1㌫凧淋捜ミ嘩至､

w炊w慨㌔ぼ猟41;:}苛

エ芽1飛s､亘､僅4炉㍗一一一㌦仙帖帖!勺

〆

鶏醐鰯鯉畷の錐鰯梱亙の闘繰愛潔す穣筑麟爾鰯

G:横合複合砦類S一眺:シルル薬一浅娘ソ薬0:斑鰯蓑←閑緑砦(蹄に濁糞錐砦)畿:三漉川変成農類脚:領鍵繍含砦類A:御荷鋒

薬錐幾質騒色幾s蟻:機帰箸類ぎ:誰鐙成會盤羅丁:蓬畳系丁亘:籍滝鰯丁鰯:灘漆饒鰯鱒丁濠:州内谷鰯麟5鰍:吃長谷層加:鳥

鰯鱒災:領崩灘鉦:舶層蛾:富鯛卿:判トク綴眠朴桝綴銚:止翻鯉系篶1沓緯系

紋岩類の上にデボン系上穴馬層灘結晶片岩相の伊勢

'変成岩類石炭系芦谷操層二畳系越節層灘篤よびそれ

らの相当層のほかぽ自醒系(?)本戸録層添街上地塊と

なってのっている.これらの衝上群紀は場馴はつて

異なる名前か与えられている鶉大納伊勢徳凶等の

各衝上がこれである･衝上地擁の吉生界はごく一部に

大間相を含むが主要部は秋吉相である.

及一髪鑑灘捧簿上系

第38図の下の断面で衝上断層が北から繭に向か夢&

されたものは間遠≡で南から北をζ向か簑ものである｡

第39図のよ引伸生界の上紀飛騨片麻岩類とそれ1ζ

近縁的匁古期の花騎頁岩などをの複合体が衝上したもの

は裏資本衝上系である由

街上された地層はおも熔等敢操属灘と爾倫流紋岩類

をである苛街上群のうちの為も匁るも⑳は等敢川流

域の属添大嵐谷庄州流域の尾上郷三谷東方⑳諸衝

上で飛騨複合着(蜜彪は飛騨変成岩類)の主要匁部分⑳

周麗をふちどる｡庄川の東側山腹(釆主峰⑳西側)か

ら南に向かい栗谷をへて古川町の東から高原川の

上流の福地付近を溺柳て北方に向かう､籍螂図は

庄川流域熔屍られる纂資本衝上系のクリッペである､

山の千貫橋の下でよい露頭か海ゆ古くから横山街上を

して有名である1チ貫橋の衝上断層は北紀のびて猪ノ

由嚢簸

鱗繊､

鶏鰯鰯鑑刈噺滋滋稼麗1ζ澱ら妊る簸賢球簿上繁の妻リ激へ

藺泰罵部落北鵜を醐こ約2㈱鳶紗の綬獲を婁腿の含沸漁秘義蓬･付近一欝紀癒答滋敏磐類が分節する｡策ノ裕州を繭ノ絡州との剛こ飛騨片麻

纐閉バが見られ叡酌釧葦伽噺轍鰯竺狐断鮒鮒㍉ス柳撒;蜘か嚇がある.赫

が下漱･ぶ:スカルン化し淀荷籏媛〃鵬錯(飛騨狩庸幾類)黛･灘答滅敏砦類(かなり服務幻鳩)で:鰯上厳層(洲鮒～遂⑪W韓豆0～2ぴ箆)

(河合正虎1961)�
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､灘}

灘1

鮒簸

鶴鰯鰯機独鰯上と転倒し怒濁徽濠綴欝瀦欝璽糧

蟻1耀鰯複合篶韻s1転鰯し淀猪擦盈層の胸斜の繭翼部(遼胸胴嚢榊傾斜滋～鮒慧)

災:稽答夏綴の胸斜硝鰯部(旋胸猟蝉欄鰻斜泌～鮒唱)

谷け近では転倒し花向斜構造をつくる石徹自層灘⑳上は

飛騨複合岩類を衝上書せている由第醐剛㍍れを赤

す軸この横山衝上は纂買本系1ζ属するか南贋から北

に兇られる砂質岩や襟頁岩は飛騨複合岩類に衝上され

た石徹白層群の一部と考えられる.

及:転飼し淀猪谷互層の陶斜繭部

で:機泌街上の欝上濁(湊淘猟銘僅澱頗斜篤～鋤竈嚢)(瀞全逓廠鰯9)

伊勢変成岩類(緕験片砦相石炭系?)上穴馬層灘

大答礫岩層をそれ紀もみ込塞れ花芽谷相当層⑳看灰岩

野尻黒層串軸部の木戸黒層の順に璽恋る帯慈ら樽街

上面⑳一部&伊勢裟成岩類はは蛇紋岩が伴っている.

これら各系統の地層相互の間ぽはすべりから生じ花街上

断属が存裡し衝上はそりて一部の地層を欠き塞たは

他の地質系統赫親細れ怒りするので全体の大構造を拍

握することは伸海容易でない出なお伊勢衝上の南の

徳山衝上は伊勢衝上の蕪長部に当るであろう､

謹ζれらの岩宥を堆積砦でなく礫岩様凄淀は砂岩様の火成岩

とみる審もある､

友一3衝上地鎮蜜な球酋塵界⑳鋤驚構鐘

橘曲が極限に達すると艦し被せ構造をつくゆて衝上

断層が生ずる｡カを受ける方向は一定でも街上を伴っ

た転位熔際して二次的なカか働くので衝上地掬を構成

する地層の地質構造は複雑化す｡

九頭竜川上流の宵生界は衝上地鑓自体のうちに鱗片構

造然形成される曲北隈の大納衝上にぞ吻で下から此

木谷礫岩層(自醒系?本戸累層相当層)看炭系芦谷

累層(准片岩を伴う)デ栄ン系上穴馬層灘大谷礫岩

層(本戸相当層)二畳系野厩累層そして中軸部熔水

戸累層の順で竃匁る｡南側の伊勢衝上側からみると

野尻黒層のように比較的に大きい地塊は地質構造添

解析書れやすい茄小さい地塊の構造は分かりがだい串

しかし一般陪周囲の地層ぽ調和的となる傾向がある､

衝上断層は断層粘土や断層衝礫を伴わないζと秘多く

じはレは断層の上下盤⑳地層が整合的ないしはゆるく斜

交玄る倍塞た断層面は走陶や傾斜秘一様ではなくて

激しく変化するこぷもあるので断層の両側の地層カ婁砦

質を異はする揚禽を除く忽街上の存在を確認するζと

は容易でない｡篤王60図はアルプス地方ジ風ラ山脈の

断面に屍られる衝上断層の例で上下ぽ波打って響曲し

ているものである､筆者の考克る街上繭は波打ってい

ると考免ることは必ずしも架飛な考克でないことが了

解で書よウ曲

美濃におはる衝上地塊を構成する徳山層は一般にNW

-s猛ガ肉の小摺厳秘優勢である岳能郷亀山北麓から

舟休山を通る大書な騎層(篤三紀末?瞬がら動いて濃

美也麗でもかなり羅響を夢け施&推定される)終そり花

地域で北に傾い花向斜構造林顕著なことを除くを,大巷

な櫓飾は認められ溶い拍淀鶯しこれらの地層は正常

匁順序で綴曲するのか全体として逆転しているのか

第醐鰯

J甘製出脈籔鋤出醐淡鞭

トン初陣溺墨地質断繭図

㌘:隻畳議レ｡ガ下部

潔系･錐誰駕

藻滋1織徽｡滴瀞

繍滅瞭新繍

(遜戯6引こ蝸鉦蝿

夏956よ勇剥溺)�
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含⑳あζるはまく分秘郷獅滋い串

簸一籍鰯ぷ蜜紙綬地綴繊繊欝鶴鐙

簑鐙薬繁綴溺欝鰯搬欝織鑑繁濃鋤載⑳曹螢界繁濃

綴灘は鱒代秘栄詳瀞壊野爆添樽瀞木湖⑳逝く懇閥様⑳

堵質濠も顯吉塗界添婆泌磁繍賂繍鵜然麓出稼慧

ので笑濃層灘も二畳系を主体としたζあは疑い溶い苗

美濃層灘はN珊一竃獲方胸の短軸性橘餓をくり返す吉

摺曲軸自体が水平およぴ墾直方向紀対して波打って起伏

する花めで塗る阜全体としては大規模匁逆転は屍られ

狂い淋水平的荏すべ聾を局部的な逆転構造秘屍鰺れ

一部の地層は衝上栓の騎層紀よりて転位されて行方雅

分か蟹なく匁っ花当こるもある硅たと史ぱ九頭篭川支

流蝿帽子川上流ではすべりによる断属で上串部の左門

番累層下部の厚慧2ヨ⑪OO㎜の部分は局部的に欠除されて

し蜜っており欠除した地層の下の根尾層か左門岳累層

上部の下陪地窓から錫われている｡

亭鞭羅凝欝鰯地質糠遣手敢黒層灘の地質構造は一

般に古生界の地質構造に比較すると単調である｡しか

し局部的には横山衝上に接近し花地域で地層が護くれ

上って遼転し花肉斜構造が形成されることなどがある

(鶏醐図参照)埋九頭竜川流載の芋敢累層鮮はか稼り

大規模ぽ錯雑されたものであ篭｡谷戸⑬片麻岩が擦愁

になって北から南に痢かりて下がら突上げているので

九頭竜層灘は中程度の規模をもち靭ζたおれた背斜構

造添つくられ谷戸口片麻砦は遼断層から衝上断層に移

る直節の状態にある.背斜構造の繭側ぽは横臥し花簡

ってそれから南と谷戸口片麻岩を核萩とした背斜構

醐臓禰騨腐原童滋繊の卿銘堺の対比

澄の北側蜜はゆ鳶い襯鱗淡蝿蟻批惑ほが曇凄なは想しい

蟹乱は抄滋い曲積徽膚層灘⑳鐙識は､九頭竜川流滅の

援勧地帯壷,は載批瀞聴瀞泌影翻婁一般隠九頭篭溺

灘滋りも激獲裟概･岳戯兆犬納衡坐縫接近泌花養慧

る懇は茄顕竜層灘螢覆餐芥鑑禽繭縫影り花部分で業べ

以磁る衝並性⑳断層を塗膨芯いる自ζの擾乱紀畿繊

て黒亀頁砦刺ζ含塞れるc肋{ε泌(ム伽㈱彬ε必)

虞肋磁滅婁笈O跳搬鎚夏娩SU郷醐や0漸εαsp.

などは激しく変形慈れて看灰鴛細脈のよう紀なって

畏くのび欝蝕して原の化看の形を止め滋程変形するこ

と秘踏る珀

羅羽鰯欝総畿び繭饗流繊砦類⑳簸鷺構遣両者の

地質構造は屋羽層灘の方秘僕か紀褒形が犬きいか等取

累層鮮に比較する詮甚しく嬢調で務る.爾者は何れも

ゆるく波打つ欄曲が形成窓れるにすぎず多くの場禽紀

東爾性の榴曲秘行抵杓れる｡地層の傾斜は一般に30曲

以下であるが時あしては60～70獺で急斜することもあ

る｡今の&芯ろ逆転じたと芯ろは屍出慧れていない抽

A一δ地殻繁勤の発麗の段階とその時期

中壁界を圭体として地殻褒動の発展を扉ると吉生界

と中生界との間申生界のうちでも古い地層と新しい地

層というように吉い地層ほど判然と地質構造は複雑

である像向か認められる｡これは率敢累層灘のような

同一の地質系統の簑ちでも認められる｡従って不整

合芽整合の存在だけでなく堆積⑳輸鰯か変化するこ

とも地殻変動の進行を示すものと判餓される｡

飛騨高原の串生界の堆積輸鰯その弛蟄考慮して変動

の段階は第簑⑪表のぷうに解析慈れる帝

ジ胤ラ紀帯頃がら等敢堆積盆飽の形成がはじまりそ

の周辺紀獄激じい変動が趨こり自璽紀申頃を最盛期と

し自醒紀の後期の激し

表(河含遜魔工蜘)

い火山清動紀つづいて

衝上運動秘終り自亜紀

の末期から酋策三紀初期

にわたった深成済動をも

って地穀変動は終息し花帝

中世代の堆積不整合

で示される隆起と削鋼

地層の欄曲や衝上等は地

表近くで起こり深所に

原園をもりた火山清動は

地表紀火山岩を噴出し

深成岩は上昇してきだ.

これらの諸現象は同一の�
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地質現象に起因したもので

い.筆者は工9艶年頃から

幾つかに派生したにすぎな

これを主張しつづけてき危.

毘中国地方における地殻嚢動

遜山項欄山爆蘭都

成羽町付近には三郡変成岩類とその非変成相の黒萩層

蜜花は書井層鮮からなる三郡山陽支帯を基盤として上

部三畳系成羽層灘が不整合に覆って堆積した｡現在兇

られる両者の関係は多くの場合にずべりによる断層で

(地質二狐一スユ28号第2工図参照)これは擦期中

生代の地殻変動紀際して形成された｡三郡と成羽との

簑系統の地質系統の上はは大岡相の二畳系宇治癒と秋

吉相の宥炭一二畳系中村石灰岩匁星が順次虻街上する｡

石原岩を主体とし輝緑凝豚砦とチャｰトとを伴う秋吉

相の古生界と成羽層鮮とを覆って税宥層灘翰岩流

紋岩の順で重松りこれらを貫いて花陶岩類秘ありさら

に串新統の傭北層灘相当層の高瀬層をこれを貫いて溢流

した玄満砦溶とかある､成羽層灘は繭隈湯セ郡帯地

隈は犬賀衝上線で幹変成吉生界&接する､ごく一部

では大賀線にそった部分に硯石層灘が薄く擁漢れる､

成羽層灘の地質構造は全体をして複胸斜が形成され

るが多くの小鱗片に分かれて多くの小衝上がある音

大規模な地層の逆転は見られないが大賀デッケンで

有名な川上町大賀にある旧仁賀炭鉱では南東は肉がっ

て倒れ花横臥摺曲か屍られる(地質鼻風一ス128努

第工鰯および第五姻参照)｡

鱗片構造は成羽層灘申りみでなく犬賀付近では成

第五62図

岡山県川上郡川上町犬賀にみられ

る大賀衝上線地壊縁辺部の鱗片構

遺(乎繭関)

会館轡螺織灘警

籍

緑凝灰砦ガ時代末議(汰熊

の古生界?)澄詩鰯㌶1止翻

弓ミ三錘系滅羽煽灘焚:錐窓

蛾葬変成古笙録秘成羽糧灘に衝五す

爵るものをも鷲て犬賀衝上練とよぶ

がこごでは成羽鰯群にωの衝上

愛もりで看炭系が慈ら1こそれ

r…｡正ヅ瞭服ulザｰ燃肺ら`ζ酬劃の衝上をも櫛て正幸漕

}つづいて鮒は櫛て二鑑系が衝上

して拍壌鱗片構造がりくられ澄,

(河合週蔑鵬?)

第撒鰯卵生代案触叱第三紹初頭の飛騨高原の構造発達を示す

機武約離繭鰯(河合涯簸エ9劔)

大賀衝上で示される非変成音生界の転位は成羽層灘

の北限を閲するのでじ峰うらいは北から南に内かって

衝上地鵠か動かされたとみ恋され花が筆者は南がら北

に陶がりて転位し花と考える.衝上断層は第醐図護

た絃篤斑図に屍られるように絶克ず起伏していて衝

上繭の波狩っ膳部に当る街上地塊の部分が削鋼から残念

れたもので鯵る｡

中国地方全体としてみる時は中央非変成帯は南から

北に内かった衝上地壊梯1j釧から残された部分と考克ら

れる由第醐図に小島先生(1953)の三郡変成山陽支

脈と三郡山陰支脈との間の串央非変成帯を示す岨成羽

付近絶は大賀豊岡時期の大成衝土もある､衝上面に貫

入した碓簡斑岩一着英斑砦はミロｰナイト化する部分

もありこの岩株は流紋岩よりも早い時期の産物とみら

れる由成羽層瀞を貫く黒雲母花開岩は硯石層群にも接

触変質を与党それぽ趨鰯する鉱化作用は古生界の石�
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命

灰岩に磁鉄鉱を胚胎させ(金平鉱業山宣鉱山や金平鉱山5

また凝着層灘瞭悠銅鉱床(煩小療鉱山)を造成密せてい

る.

思一2広鑑爆薬部特近

広島県東部における帝釈台は石灰岩台地として有名で

ある.第螂図に帝釈倉北東部の地質断面図を示す珀

この地域には石炭系帝釈州層鮮二畳系字i五臓鮮およ

諸衝上の生成後両備翰岩類や高岡流紋岩類が噴出し

さらに花筒質岩類によって貫入された.

一括される｡

を示す.

成羽付近では秋吉相の古生界の上は硯石層灘の主部が

のっているがこの硯石主部は本地城の硯宥ぽ連るとみ

扱される,ζれは阿暫台でも岡様である苗このζと

は商方の成羽では硯看層灘堆積初期紀大賀衝上秘形成さ

れ硯石層鮮申紀秋吉相の看灰岩を敢り込み成羽より

北方の帝釈合や阿哲台では成羽の激吉相の宥灰砦を覆

っ淀硯石圭部のつづきの上に衡上地麹を再びのせてい

ることになる苗これは成羽では硯石層灘堆積初期紀衝

上運動秘あり花秘北方になると税看層癖の堆積末期襲

たは堆積後は衝上運動秘あゆたことで換蓄すれぱ衝上

地擁は商から北は陶からて転位してその根源は商方紀

あることを意味する曲この鋤域紀は屍られ扱いカ婁北

東部の岡山県との境の付近には蛇紋砦の地塊秘山陽衝

上地擁の上にのりている秘昆立石尿看鉱山付近で両

煮の関係は衝上断層なので蛇紋岩は山陰衝上地塊の一

部で北から商に肉か繊て衝上し危ものお雛憲慈れる曲

第螂関紀雇立衝上を示す､

篤蝦願帝綴禽耽簾都地載の施澱麟鰯図

T1中薮統備北層群G:学盤械衆一第三紹初鶏花鯛閥縁裟頁:土都自堕系商飼流蚊碧類艮:上餓自亜系爾備勤砦類

I:自亜系畷宥層群K:二鐙藻州繭層(Y幽幽嚢欝)L男:二鐙索字山層薄の看灰岩S夏:二畳系字測層欝の猫板砦

C壌:二畳系字煎層群のチヤｰトh:眉僕第帯榊臓欝の煮灰岩Cボ石炭第帝釈川騒騨のチヤｰトS篶:看炭系帝釈

』1帽群の輝緑凝欧碧(河合里魔ユ967)�
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動とした(地質ニュｰスユ26号20頁篤11図参照).

その後東北大学村賦博士や新潟犬学長谷川業行博士の地

質構造の新解釈も公表養れた､凄花秘吉会科学博物館

の太田正道先生によって研究がつづけられている曲筆

者(1963)は秋吉台の周辺部の地質学的研究から上の

講論文とは異校る見解を発表した由その地質餓面図を

第亙67図に示す｡

以旧燥衝部には繭側ぽ三郡変成山陽支帯北酉側熔三

の砂層岩とそれはつづいて流紋岩類の噴脱ざらば白亜

紀末一古第三紀初の花鶴岩類の貫入首第三系宇部層鮮

新生代の火山砦類および篤鵬系鳶蜘られる.

非変成古生界には有灰岩チャｰトおよび輝緑凝灰岩

からなる二畳石炭系の秋畜巣属灘と砂岩および粘板岩

から匁る二畳系(?)大禺層灘との墾頚統の地層秘ある.

常森鰯とよばれ危地層は筆脊は大岡層灘の一部とみなす･

大願層灘は三郡山陽支静長門層群および関門層灘に

上額裏たは祖父ヶ瀬街上熔よゆてのりこれらの上には

秋吉累層襟か秋吉雁飛出露らの衝上隷によっての

り上げている｡策鰯関に雁飛街上の露頭を涼す埴

ζれらの街上地塊は勘岩一安ぬ号および流紋岩類慰よ

って不整合は覆われる害

がある,そして長門層瀞の東側に広く分布する化けで

校く北酒側はも小池擁片が断片的に見出される世東

側と北酉側の非変成古生界は元来一つづきのもので衝

上繭の起伏した頂部に当るところが削剥され学窓がで

参…妻玉総鰯夢奉嚢嚢頚奪,ぷ

蔓錦瀞繊螂警糊亥濠簿並灘煽偵傭線瀞麿駿繭瀞鋤お綴爽

灘孫荻欝畿婁就労恐蹟鍛灘麓擦鯨蕨蜜蟹濠｡

聰1霜厭鐙搬1繊錯堪総糠讃敏畿溺鱗夢搬:諦

翁灘盗ζ滋讃鐙翻劃慧孫豚幾滋欝⑳みず案泣繊簑爽

鰯溺鱗勇鵬勧

丑災鞍屍嚇灘灘補鶏緑藤蟹

蟻葦

滋

鰍1

誼酬淋翻麟

狡鰍婁爽鰯溺鱗

鰹焚)

翻磁旗鳶)

錦蛾獺

議簸並衡土ξ弼凶燦

嚢嚢新蒐聯愚並駅耽カ

ｰ偽)

/◇=1鑓紋揚ヨ厳:

離襟精麟慈絢顯

'鰍庶綴釣澄郷:

縁亀猪類(椅撚鱒

織凝荻瀞)孤;

爆愈鰯､ぱ狽聡埴箆�
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舵数頭腋飛1!!

代下垂｡し里｡c

α

塞:二襲蜜霜譲1舳･1劔碍'㎜

一罪姜暇峠葵霧

脈13二1猟毒j縦

藍唖:燃榔廣

第167図山1コ県美禰市侍遼の飽

寓繭簸

○

纂:

葛:葦繁徽肺

簿西

5}胴

愛鱗造

を

示す麟磁鰯

(減食疋虎鵡鎚)

脈岩類が入り混って複雑恋分布をしている､

門構造幣護たは長門構造線とよばれるものである｡

岩床状に貫入し花看英斑岩は長門構造帯に貫入したも

のから長門層灘の北縁部に近い山嶺の頂部を占めて

繭は闘いた馬蹄型紀なりて連続している｡棲た一部で

は岩脈となる｡岩脈をなりたものは秘書台の北側で

秋吉街上にも貫入する苗

の間に蛇紋岩が挟み込まれ

その後の断層によって蛸層

か切断されさらにこれら

の断層部ぽ翰岩や石英斑岩

梯岩脈や岩床と扱って貫入

した.ま花断層もある曲

このために比較的に狭い

幅でN獲一SW方向に細長

く変成岩非変成古生界

関門(硯看)層灘蛇紋岩

これカミ長

至笈

蟻一嬉蜘畷鰯上薬を脅⑳鰯上磯鏡⑳撰源

山Q県商東部には散小派博士(醐9)によってその存

在秘推定され小島先生ら(蝦7蝸0)によって確認

鏑鰯鰯

撚犠鐘薇繊蝸ヒ滋部⑳鱗飛衡逐

艦雛

墨…鰯灘紬鰯

瞭灘鰯懸綴鶏鰯

蟻1鱗綴ξ幾臓滋雛蘭鰍篠斜

搬鋤

競鰯蟻雛釣鰯災簑訟胤一'第

1鐵搬芯爾擦翻蕨郷繊積

愛護鰭終潟るす｡(剛こ

滋胸か憎て写す)

雁飛衡

於擬瑳肴鉱泌耽溺灘約雁耀簿

上(繭に殉りて響淡》

慧:チャｰ1ゆ綴灘(護鮒嚢猟

鰯～鋤曲徽鱒斜銚～総驚)

艦飛鰯

鐵:緒糠幾ζ爆惑絢燃撒総1二

他(承匁一トの灘薄泌み遜

嚢れ義)猪議綴

餐:綱繊繊鎧

貧:灘鰯誰陶脳嚢顯傾斜

鋤朝鋤

｡lチ郊一け婁礫(穣工釜鰍)

滋於篤簸霜鉱口ゆ鰍慧疑陰批鳶

衡､陰麟蹴繭剃蔓陶顯烹響淡)

c1繁却胸ト騒雅綴

滋1鱗鰯儀灘ζ爆惑玉.嚢鰍)

舷灘鰯麟

澱1鱗鰯臓ζ麓濁洲鱗概頓鱗

鮒滋)�
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された北山衝上がある.第ユ69図にその露頭を示す.

北山衝上は中央非変成帯の南限をぶち取り酉にのびて

山口大学吉野書生博士.(蝸遂)の才ケ峠街上に遠る｡

北山本ガ峠の間では{口大学河野通弘教授ら(ユ卿)

によって確認されている.茅ガ峠で北東一南西の断層

で断たれまた若い地層で覆われた衝上線は秋吉一雁

飛一山霧上領∵親父:瀬の婁つの衝上1ζ分岐している.

非変成古生界の繭限一溜隈を蘭して北紀方向を転じ

北東に内かってのびるものと一部は沓生界帝で秋吉相

と大田相とを分がち鱗片構造を形成するものとが齢る.

これらは大賀衝上の颪万延長部とみ放される.島根県

境に近い蔵員喜半岡地方にも大関棉秋吉相の古生

界と硯看層鮮等がある,ここには桜郷鉱山(現在休

止)があって銅を稼行した.

この主要鉱床は大賀衝上線に相当する桜郷街上面に開

坑し石灰岩に生じた接触交代鉱床を主要鉱床としたも

のである.鶏1?0図は同鉱山のおも放る坑口である.

この衝上は北東方に陶がうか阿武流紋岩類の相当層によ

って覆われる､

北山衝上の東方の延長部は河

山鰍付舵駈て北東枇陶鯉

かう､河山鉱山は衝上の下盤

側に駆給した層状含鋼硫化鉄鉱嚢咄

1繊

白亜紀花筒岩および領家帯があ

(1966)は中間葬変成帝菱でを葦､謹干草."

小島濡木両売主は共に中間帯に三都帯三都帯に中

央非変成帯が北から融引句かって衝上したとみなして

いる｡

繋曹(螂遂)は末斌川構造線の北部の前縁勇断帯の北

隈を南傾斜の断層をみて須金街上とよんだ.領家帯の

上剃ばって南側の地層か北に商がって転位し申聞

および中央井褒成帯が一つづきとなって三都帯の上を

すべったその後に起伏した衝上面の頂部の衝上地麹

の部分が削制されて下から三都帯が地表に現われると

共に一部では削翻きれなかった部分が三都帯申に不規

剣な形でバッペとして残された.したがって北山衝

上は北傾斜須金衝上は南傾斜の部分でもとは一連で

あった宋斌川構造線は繭酉に向かって三都帯と中

間非変成帯との境をする須金衝上の延長部の断層とみる

べきである,この勇断帯中に上部三畳系を挟み込むこ

とは三鐙系の項でのべたが須金衝上一末武川線や婁断

帯の生成棟上都三畳系より新しいことを意瞭する.

で鶴螂鰯就五鰯一災

畿蓬郡鐙蔵緒類(羅奮嫁幾～籍鐘繋綾磯猟総理･

搬樽

創1薇鐙繍綴幾籔鰯ζ磯綴1偽礫瀞塗樺簑胴轟榊1

搬蝸災鯛煽離

愁耽災衡塗(概徽澱･婁⑪悩鱗綴鍋礫薮議めず)

(1蝸燦都濃郡須金縛姦無籍鋤雛⑳蘭方

嚢脇の飽､煮)

欝胴鰯艦艇衡コ泌艦1灘繊;1臓縛撚

贋鰭鏑欝蝦澱緒く歓驚禰録蔵簿欝積澱勘

慧1繍糠鐙(銃震の機応遼胸猟篤雛鱗斜餐§郷)

(爽灘稲)

黛:街上鰍脇概1轟概珪搬野猪胸鰍雛め

蝋翻潮溺翻醍繊笈猟鱗～総搬､郷労胸終⑳ぴ

仙'叙(麟締鱗阿筑郡阿策卿臓貿欝衝部

北を向かって撮す)�
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思一壌山陰衝上系

平野衝上または長門構造線で代表されるとこるの北面

から南東に向かう山陰系の衝上は長門構造線の延長方

向にのびる雅関蘭(硯看)層灘申に入ると歴確な位

置は分からなく匁る.しかし秋吉台北方の荻⑳逝くの

三隅町には関門層灘申虹三都凶陰支帯(脈)の変成猪&

これに作りて豊浦層灘相当層か知られる曲それ敬熔平

野街上に相幾する衝上線は三都支帯&豊浦相当層の南

東側を通りて東に向かうであろう.今村外治広;島大

学名誉教授ら(螂6)熔よって山口県北東部県携近くに

ジ風ラ系添発見された冊あるいはこの付近を衝上線

が通過するかも知れない南

島根県溢剛ζは中央非変成帯の北側に三郡山陰支帯が

ある由その境は横困で街上関係が確認書れ横閨街上

をよばれる由錦醐図にこの衝上を示す.

島根広島両県境付近から岡山県北酉部にかけて中国

山脈の脊梁部に広く蜷紋岩が分布する邊個々の岩体は

必ずしも広く触滅多くの場合熔山嶺部を歯め'幾⑳

分稀範囲はか溶堕⑳広秘蜂蜜愁訟鰯閑燥嫁高瀬鉱鴫

で憾ク潔払鉄鉱⑳鉱床が憾ぽ氷乎熔滋い緩慧欄戯

松花畑状繊廉蟹蟻祭顯勲満曲我潔浴鉄鉱幾床は鰭紋

瀞秘冷翻杉愁際績沈澱悠恕一次駒成顕熔数篇澄み滋養勅

榔鴻､蜷紋激戴螂嶺部螢薄磁還⑳添限憾轟然塗む

でほ怒杉濠氷雫熔遊移滋骸滋総称蟹津藩概漕氷手駒稼

欝氷犠戴恐今⑳畿勢鯵稼蟻滋畿綴彩批蔦皿護滋高瀬鉱

μ㌻劃

し上虹･后蛾

第王?エ璽織出一繊無一篇團一涌狐鰯劣の三郡おぷぴ領家帯の関係を示す

地質略畷(小藩文蝿驚鑓)

山の蘭方には一部で峡谷に関門層鮮が現われかつ付近

の山嶺部には蛇紋岩が広く露出する,両者の関係は未

確認繊婁蛇繊砦自体が山陰衝上地塊凄だは衝上繭1こ伴

綴滋鷲鰯鎧携憲篶概鴻抽葡紀のべた様に閥山県北部

鰯羅滋宥採宥鉱醐は三郡山陰支帯申の看灰看を採掘す

鳶もの恐海繍慧雲郡帯の南側の串央変成帯との境には

蜷線潜秘澄りで羅の南限は断層が見られこれを屍立

街並あ畿杉想､蛇紋岩自体はすべりやすいので周騒は

蹴糧湾滋藷締枇嚇三都帯と串央帯との関係を考察す

蕃鱒衝滋繭熔鰭紋岩を撚み込ん花があるいは三郡側

縫幾鐙鰭繊瀞繊南限溶断層が存在するかのいずれかであ

澄夢帯

(雛讃は地質婁裸長)

簾醐鰯機畷衡土

籔蟻線機織惣護麟麗⑳鱒徽搬1慧靴啄鰭騒嫁鐙⑳慾み愁雛鮒葦蜜綴訟

蟻1鰭鑑株鎗蟻1彩擬鎧衡総擬艦戯1麟溺鏑磯～雛螢鰯蜜愛甥｡嚢

鱗澱1狡慧樽繍鑑鏑嬢麟溺く爆慈鰍滋蹴綴織襟辮鐙鱗登醐纂榊灘滋

画繊榊蹴醐鱗1機鰯簿滋駁搬鰯釣爆慈瀦繁慈愛鰍

鰹羅洲窺襟鰹頚瀞機醐噸灘鉄鰯滋夢鰍欧鉦滋臓爆漢夢1霞漆翻副麺養)�


